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GENに参加するには　☆会員・会報購読者になる　☆自然と親しむ会・講演会・報告会・学習会に参加する　☆ワーキングツアーに参加する
☆ビデオ『よみがえる森』を見る　☆書き損じハガキ・古切手を集めて送る etc.　　　　★あなたのご参加を待っています！

黄土高原写真コンクール「暮らし」部門受賞作『お母さんの大鍋』（福井喜久子さん撮影）
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地球環境のための国境をこえた民衆の協力

認定特定非営利活動法人　緑の地球ネットワーク
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　6月 16日、大阪市立総合生涯学習セ
ンター第 2研修室にて、緑の地球ネッ
トワーク第 13回会員総会が開催されま
した。
　会員 660名／団体のうち出席者数 63
名、書面による決議への参加 292名、
委任状提出者 106名、合計 461名で総
会が成立しました。
【議事】
　2006年度事業・決算・監査報告とそ
の承認、2007年度事業計画と予算の提
案と承認、新役員の承認がおこなわれ
ました。
　新役員は次のとおりです。なお、顧
問に新しく小川眞さん（大阪工業大学

リエゾンセンター長）と前中久行さん
（大阪府立大学大学院教授）が就任され
ました。また、稲井由美さん、清水信
孝さんが 12期をもって世話人を退任さ
れました。
●代表　立花吉茂
●副代表　有元幹明／川島和義
●事務局長　高見邦雄
●会計　太田房子
●世話人　会田伸子／今井ひと
み（新）／上田信／小畑勝裕／
竹中隆／巽良生／東川貴子／藤
沼潤一（新）／干場革治／前川
宏／宮崎いずみ／宮下利江／向
川郁郎／村松弘一／八木丈二／

山永ユカリ
●監査　池場道明／早草晋
●顧問　石原忠一／小川眞／遠田宏／
前中久行
【懇親会】
　今回は場所を変えて、食事とお酒も
まじえてのくだけた懇親会となりまし
た。40人ほどが参加し、思い思いに親
交をふかめました。　　　　　（東川）

　緑の地球ネットワークの活動は 16年
目のなかばとなりました。スタート以
来、多くのみなさんにご協力・ご支援
をいただき感謝します。
　2006年度は会費 8,946,000円、寄附
20,611,189円、助成金 18,450,000円のご
協力をいただきました。ありがとうご
ざいました。大同では、この春までに
延べ 226事業、5,230haに 16,653,000本
の植林を実施し、日本のGEN事務所と
大同の緑色地球網絡大同事務所の活動
を維持しています。
　活動 16年目の半ばとなり、大同での
協力プロジェクトも多様化しそれにと
もない維持費も増加しています。以下
の項目にみなさんのご支援をよろしく
お願いいたします。
　なお、2005年 6月から国税庁から認
定 NPO法人の認定を受け、今年 6月
からは第 2期目の認定が決まりました。
GENへの寄附金は寄付金控除の対象と
なります。個人の場合は「寄付金額－
5,000円」を所得金額から控除すること
ができます。法人の場合は損金に算入
することができます。相続・遺贈によ
る寄附は相続税の課税対象から除かれ

ます。
　GENの場合寄付金となるのは、緑化
基金・運営カンパ・カササギの森協力金・
みみずく基金と、会費のうち 1口以上
の部分・賛助会費から 12,000円をひい
た金額です。くわしくはお問い合わせ
ください。
【ご協力項目】
○会費：一般会員年額 12,000円、団体
会員年額 12,000円、家族会員（家族
の 2人目から）年額 6,000円、学生会
員年額 3,000円、ジュニア会員（中学
生以下）年額 1,000円、賛助会員年額
100,000円（会費には会報購読料を含
んでいます）。
○運営カンパ： 日本国内の管理費用に
あてます。
○緑化基金：中国山西省大同市の緑化
協力費用全般にあてます（以下項目
はご協力の 2割以内を事務管理費に
あてさせていただきます）。
○かささぎの森協力金：大同県カササ
ギの森 1ha5万円の緑化費用。
○みみずく基金：1口 1万円。緑色地
球網絡大同事務所とGENが共同運営
するプロジェクト（環境林センター、

霊丘自然植物園、白登苗圃、かけは
しの森）の運営費用。
○会報「緑の地球」購読料：年間 2,000
円
　その他、書き損じハガキや古切手、
未使用の切手・テレカ、不要な商品券・
外国コインなどを集めています。み
なさんのご協力をお願いします。

　三井物産環境基金から、3年間 1,710
万円の助成が決定しました。ありがと
うございます。初年度の 2007年度は
900万円です。

助成が決まりました

緑の地球ネットワーク
第 13 回会員総会報告

ボーナスカンパのお願い
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　緑の地球ネットワークは国税庁長官
から「その運営組織及び事業活動が適
正であること並びに公益の増進に資す
ることにつき一定の要件を満たす」と
認定され、税制上の優遇措置を受ける
「認定特定非営利活動法人」になってい
ます。
（1）個人の寄付は、「寄付金－ 5千円」
を所得から控除できます。
（2）法人の寄付は、損金扱いされます。
（3）遺産相続、遺贈のばあい、寄付さ
れたものは相続税の対象から除外され
ます。
　（それぞれに定められた限度や条件が
あります）。
　緑の地球ネットワークの最初の認定

期間は、2005年 6月 1日から 2年間で
したが、このたび 2回目の認定を受け、
2009年 5月 31日まで継続されることに
なりました。
　認定の申請にあたり、提出を求めら
れる書類のなかに「社員名簿」（私た
ちのばあい社員＝会員）があり、氏名、
住所、所属法人などを記入することに
なっています。そしてそれは所轄の税
務署で閲覧対象となります。特定の法
人に所属する社員が全社員の 3分の 1
以上でないことを証明するためだとさ
れています。
　私たちのばあい社員は 650名にもの
ぼります。それだけの個人情報を不特
定多数の目にさらすのは個人情報保護

　私は大学での森林問題に関しての授
業で間伐について学び、その後先生
から実際に間伐を体験させてもらえる
NGOがあると聞いて、今回GEN主催
の比良山麓・馬が瀬での間伐作業に友
達と 2人で参加しました。JRの駅を降
りてから作業場所に行くまでの道も緑
がいっぱい。久しぶりに自然とふれあっ
て気分も高揚していた一方で、参加者
は社会人の方が多く間伐体験も初めて
だったので作業前は少々不安もありま
した。
　作業場所に着くと、スタッフの方に
木の切り倒し方を教えてもらい、早速
作業開始。スタッフの方は慣れた手つ
きで木を切り倒していくのですが、い
ざ自分がやってみると思った以上に大
変でした。それでも遅いペースながら
何とか自分の手で木を切り倒した瞬間、

今まで木の枝に覆われていた空から太
陽の光が差しこんできてとても気持ち
がよかったです。その後 2時間くらい
作業をつづけた結
果、森の中に太陽
の光が差しこむよ
うになり、作業前
に比べて森の中が
とても明るくなり
ました。
　昼食後は丸太の
皮むき作業をおこ
ないました。ヒノ
キは皮をむくとこ
んなにツルツルに
なることを初めて
知りました。その
後丸太を小川でみ
がいて今回の間伐

体験は終了しました。
　間伐体験終了後、琵琶湖に遊びに行っ
たのですが、水が想像以上にきれいな
ことに驚きました。琵琶湖の水源の森
を豊かにする間伐作業は、森だけでな
く琵琶湖の水も豊かにしているのです
ね。今回の間伐体験をとおして間伐の
重要性をあらためて実感することがで
きました。スタッフのみなさんありが
とうございました。

法の精神にも反するので、避けるべき
だと考えました。そこで名簿のかわり
に法人ごとの人数を記載した書類を提
出し、特定の法人に属する社員が 3分
の1を超えないことを明らかにしました。
　このたび国税庁は、私たちの事務所
にたいする調査と、血の通った公正な
判断によって、2度目の認定をおこない
ました。社員名簿の提出に抵抗のある
団体は少なくなく、なかにはそのため
に申請を見送っている団体もあります。
このような判断が拡大し、認定NPO法
人制度がより多くの団体に門戸を開く
ことを期待します。　　　　　（高見）

　5月27日、NPO自然と緑のみなさんといっしょに、比良山麓・馬が瀬で、17人
が参加して間伐作業にここちよい汗を流してきました。この日、伐って運び、皮を
むいた丸太は、いかだにして夏の子どもたちの自然学習に使うそうです。楽しそう
ですね。琵琶湖畔の里山で、さまざまな活動がおこなわれています。

認定NPO法人

国税庁から2度目の認定
　　　「社員名簿」への代替も認められる

はじめて木を切り倒す。慣れないのこぎりに悪戦苦闘。



4

緑の地球 116 2007.7

緑の地球ネットワーク年会費……一般会員＝12,000円・家族会員＝6,000円・学生会員＝3,000円　

◆世界で、日本で木が枯れる
　1992年、ポーランドから林業の専門
家たちが訪ねてきました。ヨーロッパ
で針葉樹が枯れる、ポーランドとドイ
ツは特にひどい、針葉樹のなおしかた
を教えてほしいと言います。で、炭で
マツをなおすという話を教えました。
帰り際にその人たちが、おたくの国も
広葉樹が枯れますよと言ったんですね。
それで心配になって福井県へ電話して
聞いたら、今庄のスキー場でものすご
く枯れていると。枯れて夏でも紅葉み
たいになっている。
　92年から 97年まで 5年間、どんどん
広がった。原因はカシノナガキクイム
シという虫が幹に入る。キクイムシの
仲間は身体に菌を共生させていて、そ
れが入って形成層をくさらせる。直接
原因はそういうことです。
　これが、ブナ・ミズナラからはじま
ります。豪雪地帯で被害がでる。雪の
中に汚染物質－窒素酸化物、硫黄酸化
物がたまっている。アンモニアも検出
される。積もった雪が溶けたり凍った
りを繰り返して、汚染物質が下の方に
沈んでいく。春先の雪解け前には積雪
の底の方で、降ったときの 7倍から 8
倍の濃度に濃縮されていた。春に雪が
とけるとどっと汚染水がかかる。ナラ
の仲間もブナの仲間もみんな根にキノ
コ、菌根というのをつけています。い
ろんな種類の菌根が根をつつんで水や
栄養を送っています。溶け出した汚染

　次にインドネシアへ行きました。ラ
ワンの仲間はたくさんあって、直径が
2m近くなるような大きなものがありま
す。これを林道をつけて、大きないい
木から切っていく。道がつくと盗伐も
入って、5、6年すると細い木までみん
ななくなってしまう。
　その上山火事が多い。山火事のあと
にアランアランという草が生えてきま
す。こうなると木が生えない、育たな
い。また焼いて農地にしますが、3年か
5年でみんなダメになってしまって、ア
ジアでも大面積が破壊されました。イ
ンドネシアで特に多い。
　そこへフタバガキを植えようという
ことになった。この実が保存がきかな
い。なにをしてみても、すぐ発芽して
しまう。あつめるのも大変で、山に入っ
て手で拾わなきゃならない。そして、
乾燥ストレスがなければ実をつけない。
そういうやっかいな木です。
　その苗をビニールポットに植えてお
くと、大きいのと小さいのとずいぶん
差がつきます。大きな苗は根が白い、
菌根ができてる。小さい方はついてい
ない。じゃあその菌はなんだろうと調
べて、苗畑で傘にならない、袋状のキ
ノコを見つけました。
　それがつくる菌根はきれいに根をつ
つみます。伸びる根について次々とお
おっていくので、根の全体が白っぽく
みえます。菌糸は水の中の溶存酸素を
吸収することができるので根が水浸し
になっても死にませんし、温度が非常
に低くなってもマントの役割をして凍
結しない。
　1種類の木にたくさんの種類の菌根が
つきます。たとえばアカマツは、マツ
タケをはじめ 40種類ぐらいのキノコを
つけている。どれかが絶えてもどれか
が代わるわけです。菌の方も、いろん
なものについている。マツタケは、ア
カマツにもクロマツにもツガにもつく

物質が、この菌や若い根をやっつけて、
根が腐ってしまうんです。92年頃には
ミズナラだけでしたが、現在はコナラ、
スダジイ、クリもやられる。平地でも
被害が広がっています。
　枯れの原因物質は海の向こうから飛
んできます。中国と朝鮮半島のものが
いっしょになって飛んでくる。冬の雪
で日本海側がやられる。夏になると梅
雨になって降り、太平洋岸がやられま
す。九州の南岸から四国、和歌山にか
けて、やっぱり木が枯れる現象が起こっ
ている。日本列島は水に恵まれて温暖
湿潤で大変いいところでしたけれども、
汚染物質のたまり場になってきたとい
う危機感があります。
◆海外で炭と菌根をひろめる
　1981年に SPDCという、先進国の研
究者は発展途上国の技術援助にはたら
こうという申し合わせがスタートしま
した。韓国や台湾の研究者にひっぱら
れて、マツタケをやったり、マツ枯れ
の手入れをしたりしました。この方々
が私に海外で働く動機を与えてくだ
さった。人のためにというのが非常に
大きな動機になっていて、人を思う心
が非常に強く伝わってきて、それに共
鳴してうろうろと歩き回ることになっ
たわけです。人のつながりというのは
大変大事なことです。
　タイにも行きました。天然林を伐採
したあとにユーカリをたくさん植えた
んだけどうまくいかない。湿地帯に植
えているんですが、ユーカリは根が深
く入る乾燥地の植物ですから、水を吸
い上げて、地下水位を下げてしまう。
乾燥して、周辺の井戸水がかれてしま
う。そのうえ、アレロパシーという作
用で、ほかの植物が入らないようになっ
てしまいます。外来樹種をもってくる
のは非常に危険だとわかって、在来樹
種のフタバガキなんかを植えてみよう
というのをやりました。

　会員総会にさきだつ小川眞さん（大阪工業大学リエゾンセンター長）の講演には、キノコのことを知りたいとGEN会員以外
の方も来られました。たくさんの写真をつかった、興味深くわかりやすいお話で、会場にはしばしば笑いも起きました。全部は
カバーしきれませんが、内容のごく一部をかいつまんでご紹介します（文責＝編集部）。

菌根と炭で地球温暖化に立ち向かおう
小川眞さん講演抄録
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ようになっていて、どれかの親がだめ
になっても他でいけるように生きる戦
略をもっています。
　炭を入れて実験をしました。苗箱に
フタバガキの苗を植えて、菌を接種し
ます。そこに炭の粉をいれます。たく
さんかたまりにして入れたのはよく伸
びて、ばらばらに小さな団子にして入
れたのはあまりよくありませんし、混
ぜたのはなにも生えてない。
　炭を固まりにしていれると炭のとこ
ろに細い根がいっぱいでて、白い菌根
がいっぱいできます。もみがら薫炭の
方がこの場合はよく効きました。もみ
がら薫炭を 10％ぐらい土に混ぜると水
の通りもよくなるし菌根もよくつきま
した。
　いちいち菌を植えるのは大変ですか
ら、菌をつけた若い木のまわりに、底
に穴をあけた苗のポットを並べておき
ます。そうするとこの木のまわりから
菌がついてきて、半年ほどすると全部
につきます。こんなことを、マレーシ
アやタイでやっていると思います。
　最近はインドネシアでも天然林をど
んどん切って、お金が入るアブラヤシ
のプランテーションが増えています。
自然に優しい洗剤とかいってあります
が、決して優しくないです。大破壊の
あとに作っている。それをよくご承知
の上でお使いください。
　西オーストラリアからパルプ用材に
持ち込んだアカシアマンギウムが、東
南アジアで広がっています。早く大き
くなって、種がいっぱいできる。天
然播種で、道端から空き地からどんど
ん出てきます。そのうちスマトラとか
カリマンタンはアカシアマンギウムの
林になるんじゃないか。このモノカル
チャーがすすむと、病気害虫で全滅し
てしまいかねない。こういうものがい
ま広がっています。経済性優先だとこ
うなります。
　製紙産業は自然破壊の元凶だとよく
悪口を言うんですが、原材料の 30％ぐ
らいしか紙になっていない。あとは全
部廃棄物。樹皮、砕けた材。膨大な量
です。あれだけの木材を収奪すると、
土の中のリン酸とか窒素とかを持ち出
している。だから 3回、20年もつづけ

たらダウンしてくるに決まっています。
だから廃棄物を炭にして林地に戻さな
いといけない。農業用にも使える。で
もなかなかそうはいきません。
　今年、私は行けなかったんですが、
オーストラリアで第1回のアグリチャー
（農業用炭）利用推進国際会議というの
をやって、炭を農業につかうことによっ
て持続可能な農業生産、林業生産をし
ようという提案をしました。おそらく
数年したら日本でもさあやろうという
ことになると思います。外圧をかけた
方が早い。
　タイからインドネシアのマングロー
ブ。これも破壊が多い。まず炭にして、
この炭焼きのために全滅すると、それ
がみんなエビの養殖場に変わった。炭
もエビも買うのは日本。マングローブ
林の破壊に日本はおおいに貢献してい
たわけです。なんとかそれを修復する
のを手伝わなきゃならない。
　これは北朝鮮で、緑が非常に豊かで
すけど、首領様の別荘のあるところな
もんですから、切らないで残してるん
です。ほっとけばこういう自然林の状
態になる。広葉樹とマツがまじって、
この上の方でマツタケが出ます。
　ほかのところはほとんど木が生えて
ない。田舎に行けば行くほど何もなく
なって、まっ茶色の山です。耕作面積
を拡げるために、山の下ぎりぎりまで
畑や果樹園にしてしまって、みんな掘
り起こす。そうすると雨が降ったとき
に土砂がでる、川が埋まる。火事も多
いようです。
　そこで農業のやり方を教えてくださ
いというので、仕方がないから行きま
した。いろいろな実験、もみがら薫炭
をつかって土を改良して植えたり、炭
に肥料をしみ込ませたのをやって、野
菜づくりやら米づくりをしました。けっ
こうよくできて、3年つづけてもらいま
したが、拉致問題でつづけられなくな
りました。
　ほかにもサウジアラビアとかオース
トラリア、中国の福建省とか、いろん
なところをうろついてきましたが、賽
の河原みたいで、つんではくずれ、ほ
とんど形をなしません。それほどに一
旦破壊した自然を戻すというのは大変

なことです。くずすのは簡単ですが、
戻すのは何百倍もの労力と時間がかか
る。だからできるだけ破壊しないで、
資源を大切にしようと思います。
◆日本の海岸林を再生する
　いま、『白砂青松再生の会』という運
動をしているので、ちょっとご紹介し
ておきたいと思います。
　白砂青松の林が、40年前には日本の
海岸にありました。白い砂で緑の松、
やたら枝が伸びなくて、細かな枝がき
れいに出ます。キノコもよくでており
ました。キノコがよく出るというのが、
健全な証拠。出なくなったらダメ。
　この海岸林が、どんどん枯れて失わ
れております。それを炭を埋めて再生
しようというボランティアです。
　以前、宮崎のシーガイアで、松林の
落ち葉をかいて、弱っているところに
は炭をいれてなおしました。唯一大面
積でやったところで、外国資本になっ
たいまも落ち葉かきをつづけて維持し
ています。いまもあちこちからお話を
いただきまして、出雲大社などいろい
ろなところでやっております。炭を埋
めると菌根がでて根がよく伸びて、木
が元気になります。景観のためだけで
はなく、海岸線の保護や防災、炭素固
定や資源保全、観光資源の保護など、
白砂青松再生の果たす役割は大きなも
のがあります。

『炭と菌根でよみがえる松』（小川真著
／築地書館／本体 2,800円（税別））
　この記事では十分ご紹介できなかっ
た日本の海岸林をよみがえらせる小川
さんの活動については、この本をご覧
ください。日本各地での松林復活の実
践のようすだけでなく、マツの健康診
断や、マツや炭に関する企業や団体の
リストものっていて、いたれりつくせ
りです。GEN事務所で取り扱っています。

 本の紹介
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　隊員との初対面は 3月 2日事前研修
でした。1度の研修で皆まとまるかと心
配していましたが、自然とうちとけあ
い初対面とは思えない雰囲気でした。5
月 15日いよいよ出発当日、研修会より
2ヶ月経ち不安な面もありましたが、久
しぶりの対面を喜びつつ、どんな活動
が待っているか期待に胸をふくらませ
ての出発でした。
　北京に到着し 1日滞在後、活動の拠
点になる大同に移動。大同での 4日間は、
小王村「小学校付属果樹園」でのアン
ズの植林作業（300本）や農家でのホー
ムステイ、希望学校での交流、カササ
ギの森での植林作業（300本）が主な活
動でした。植林作業では、畑を耕すこと、
木を植えること、維持管理することを
実際に経験し、苗木 1本定着させるた
めにどれだけの時間と労力がかかるか
ということを学びました。ホームステ
イ先では、きっと普段は食べないであ
ろうご馳走や身ぶり手ぶりの交流、ま

た日本では見ることのできない星空を
満喫しました。小学校では勉強をした
くてもお金がなく、満足な教育を受け
ることのできない現状を現地の方に教
えてもらいました。また学生との交流
では、目を輝かせ私たちと一緒に遊ぶ
子どもたちの姿が忘れられない思い出
となりました。
　日本に戻り、いままで
どおりの暮らしをしてい
ると、8日間の旅で感じ
たこととの違いがあり不
思議な感覚になります。
中国での格差は、日本の
比ではなくさらに大きい
と感じました。でも子ど
もたちは、元気に、たく
ましく、何かを変えよう
と懸命に生きています。
私たちが忘れてしまった
思いがあの地にあったよ
うに感じます。これから

もこの協力隊が 15次 20次と続いてい
くと思いますが、言葉で伝えられない
この思いを、参加者自身の目で見て体
感してほしいと思います。 
　最後になりますが、遠田先生、会田
さんGENのスタッフの皆様に大変お世
話になりました。そして 14次隊最高で
した。最高の仲間にめぐりあえたこと、
鈴木隊長、隊員の皆さん、この機会を
与えていただいた東北電力総連に感謝
いたします。本当にありがとうござい
ました！

カササギの森の記念碑の前で記念撮影

　春のツアーの最後は、東北電力総連です。5月15日～22日、すでに初夏を感じ
させる大同で、21名が植樹や小学校での交流を体験してきました。参加者に感想を
送ってもらいました。

苗木 1本を定着させるために……
佐藤  武 夫 （東日本興業労働組合）

●黄砂でけむる大阪、以前はまったく
気がつかず、近年ひどくなったのか？
　マスコミにも多く登場するように
なった、GENの活躍がさらに進むこと
を期待します。（O.H）
●認定 NPO法人 2回目おめでとうご
ざいます。活動実績が公益にふさわし
いものと確信しております。“貧困の解
消”が地球最大の課題と思いますので、
GENが真正面からこれに取り組んでお
られることに心から敬服するとともに
微力ながら引き続きお手伝いさせてい
ただきます。ご盛会を祈ります。（T.N）
●息子たち（小 4、小 2）とワーキング

ツアーに参加したいと思いながら、仕
事やら何やらでなかなか踏んぎれずに
います。近いうち必ず参加したいとは
思っていますので、その際はよろしく
お願いします。（K.Y）
●千葉県外房に退職後畑小屋をもうけ、
家庭菜園を楽しみ、周辺に植樹（梅の
他果樹）をして 17年になります。梅
がたくさん収穫できて、梅干しを作り、
地元小学校のバザーに少々寄付できる
ようになりました。悩みは野生動物（ハ
クビシン、アライグマの他最近キョン
まで）です。（N.T）
●寒波によるあんずの被害はとても
ショックです。ここ福岡では最近は毎
日黄砂と光化学スモッグが続いてます。
ゆがんだ経済発展と過酷な内陸部の砂
漠なんですね。余談ですが、中国から
の輸入材、割り箸は森林破壊と因果関
係があるのですか？　間伐材だから問
題ないとも聞きますが……。（Y.K）

●この 4月から就職し、バタバタと過
ごしております。少し落ち着いたらま
た活動の方を応援させていただきたい
と思います。総会の成功をお祈りして
います。（T.A）
●最近思わぬところでGENに関する話
を聞くことが時々あります。それだけ
活動が評価されはじめたということと、
一段と激しい「黄砂」を目の当たりに
して、中国の環境問題が身近なものに
なってきたということでしょう。お互
いにがんばりましょう。（Y.S）
●そうですか、会員数は伸びていない
のですか。いろいろなところの会員に
なっているので、この時期、総会のお
知らせ（と、会費振込のお願い）がい
くつも届きます。その中では、活動状
況がわかりやすくて順調だと思ってい
ました。世間的にも認められてきたよ
うですし。それでも会員は増えないも
のなのですね。 （S.K）

　会員総会に寄せていただいたメッ
セージの一部をご紹介します。
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●変身するタンポポ
　「都市化の指標植物」といわれるセイ
ヨウタンポポが変身をはじめた。関西
には「カンサイタンポポ」が、中部地
方には「トウカイタンポポ」が、また
関東地方には「カントウタンポポ」が
分布していたが、戦後に都市化した地
域に「セイヨウタンポポ」が広がった。
なぜ都市部に多いのかはっきりしてい
ないが、「セイヨウタンポポ」がコン
クリートの近くによく生えることから、
酸性土壌を嫌い、アルカリ化した場所
を好むからではないかと考えられてい
る。ところが最近、農村部にも「セイ
ヨウタンポポ」らしい株が生えている
のを見かけるようになった。xxらしい、
というのは咢の部分にいろいろな形の
株が見られるようになったからである。
●三倍体に種子ができる？
　染色体数が基本数の三倍になった植
物はバナナのように種子ができないこ
とが常識のようになっているが、セイ
ヨウタンポポは実は三倍体植物なので
ある。それが種子によってどんどん増
えているのだから驚きである。しかし

自然界は簡単ではない。「単為生殖」と
か「処女生殖」とか「単為結果（実）」
とかいわれて、親と全く同じ遺伝子を
もつ種子を結ぶ植物はほかにもあるら
しい。生活力旺盛なやつだなと思って
いたらもっと驚くべきことがわかって
きたのである。それは「カンサイタン
ポポ」との間に雑種ができはじめてい
るらしいのである。xxらしいタンポポ
というのがそれである。
●新種のタンポポになるのか？
　雑種らしいタンポポが
生えていたのは滋賀県、
奈良県で他の地方ではま
だ確認していないが、xx
らしいタンポポが増えて
いることは間違いないと
思われる。それは同じ場
所に 2度出かける機会が
多いのだが、そのつど株
数が増えているからであ
る。しかし、本当に雑種
かどうか確認するには、
形態だけでなく、染色体
を調べる必要がある。遺

伝子を確認できればひとつの立派な論
文になるだろう。筆者は顕微鏡を見る
のがつらい年齢になっているので、や
る気は失せているから、若い研究者に
やってほしいと思う。これは単なる指
標だけでなく、進化論的に意義深いと
思われる。同じような雑草でセイタカ
アワダチソウと日本のアキノキリンソ
ウとの雑種も滋賀県と大阪府で発見し
ている。しかし、これはあまり増えて
いる気配はないが、タンポポは増える
傾向にあるので、変化に富む性質のあ
る雑種は強い株が残って新種になるか
もしれない。世の中複雑になったもの
だ！

カンサイタンポポ
カントウタンポポ

セイヨウタンポポ

タンポポ3種類

●入会したばかりで、何もしていない
のが心苦しいと思っています。そこで、
勤める会社でも何かできないか模索中
です。（A.T）
●総会の成功をご祈念申し上げます。
私は会員でいることで環境のことに関
心を持ち続けることができます。（K.T）
●事業報告を読んで、何をなさってい
るのか、その他いろいろ想像すること
ができました。高見事務局長の大同市
栄誉市民の称号授与おめでとうござい
ます。この報告書を仏前に供えて、故、
夫と喜び合いました。出席できません
ことをおわび申し上げます。（S.E）
●仕事に忙しくワーキングツアーも一
度行ったきり。でも関心を持ちつづけ
ることを心がけています。企業の社会
的責任が問われる時代においては企業
さんの協力も見込めますが、個人とし
ての、特に私のような？若い会員の輪

が広がるように工夫をしていきたいで
すね。（E.M）
●ご無沙汰しております（毎回そう言っ
ているように思います…）。子どもの手
が離れたら、と思いながら、まだまだ
渦中です。
　中国はものすごい勢いで変わってき
ていますね。GENの活動はやりやすく
なっていくのでしょうか、やりにくく
なっていくのでしょうか。今後とも陰
ながら応援してまいります。（K.R）
●植林活動は何十年単位での事業です
ので、ご計画されている自主財源の確
保に期待しています。そろそろ段階と
して、中国国内でのアピール、そして
それに伴う中国国内での寄付の募集と
いうことにも発展させていってはどう
でしょうか？　なにより、地元中国の、
環境への意識改革が必要であるように
感じますし、ネットワークのより安定

した基盤になると思います。（Y.M）
●ご無沙汰お許しください。私なりに
環境も反戦も怒りに燃えて責任がたく
さん被ってきて動きのとれない状態で
アップアップです。いつもそちらの活
動は気をつけて見ております。マスコ
ミにお名前が出ることも多いですね。
カササギの森どうなったかなあと夢を
見ております。そして高見さんがGEN
でご活躍のように私は私の活動の暖簾
を守っていきます。今後ともよろしく
おねがいします。（U.A）
●昨年でしたか、「カササギの森」の寄
付の件かなにかで立派な表彰の台？を
いただきました。そういうものをいた
だいて嬉しいと感じる人は少ないので
はないでしょうか？　それにかかるコ
ストをぜひ、他のことに費やしていた
だけたらと思います。（K.M）
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　山西省臨県に住み、聞き取りと撮影
をつづけている大野のり子さんと、友
人たちの写真展です。
【東京】7月 3日（火）～ 30日（月）9
時～ 19時
汐留メディアタワー 3Fギャラリー
ウォーク（港区東新橋 1-7-1　汐留メ
ディアタワー（共同通信本社ビル）Tel. 
03-6252-8086）
【名古屋】8月 7日（火）～ 12日（日）
10時～ 18時
市民ギャラリー栄　第 3展示室（名古
屋市中区栄 4-1-8 中区役所ビル 7F　Tel. 
052-265-0461）
【大阪】8月 28日（火）～ 9月 3日（月） 
10時～ 16時
寝屋川市立ふれあいプラザ香里（寝屋川
市香里南之町 19-17  Tel. 072-835-3335）

【埼玉】9月 8日（土）～ 16日（日）9
時 30分～ 17時 30分
富士見市立中央図書館　展示ロビー
（富士見市鶴馬 1873-1　Tel. 049-252 
-5825）
　11月以降に、松本、長野、京都での
開催が決まっています。
●問合せ・事務局
信濃むつみ高等学校東京エクステン
ションセンター内 東京実行委員会（〒 
170-0002　東京都豊島区巣鴨 1-20-13 
2F　Tel./Fax. 03-3947-2621　e-mail 
: natsume2007_ tokyo@yahoo.co.jp　
URL http://www. natsume2007.jp/index.
html）

●日程
第 1回：9月 22日・23日

＊当欄掲載のイベント情報は掲載時点のもので、その後変更になる可能性があります。
　主催者にお確かめのうえ、ご参加ください。
＊当欄に情報をお寄せください。本紙は奇数月15日ごろの発行で、締切は前月の末です。
　なお、紙面の都合により掲載できない場合があります。ご了承ください。

第 2回：10月 13日・14日
第 3回：11月 17日・18日
第 4回：12月 15日・16日
第 5回：08年 1月 19日・20日
第 6回：2月 16日・17日
すべて土曜・日曜、1日目 19時開始、2
日目 15時終了。
●場所：小林聖心女子学院ロザリオ・
ヒル（阪急今津線「小林」駅徒歩 7分）
●参加費：(1)受講料　各回 6,000円（一
括前納割引 30,000円・全 6回分）

(2)施設利用・宿泊料　各回 5,500円（2
食つき）(1)(2)両方が必要です。
●問合せ・申込み：（特活）関西NGO
協議会　関西 NGO大学事務局
（〒 530-0013　大阪市北区茶屋町 2-30
大阪聖パウロ教会 4階　TEL. 06- 
6377-5144　e-mail : info@Ndai.net 
URL http://Ndai/net）

中国黄土高原
紅棗（なつめ）がみのる村から

写真展

第 21期関西NGO大学
世界とよくつながるために、

私ができること


